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京都大学情報環境機構

 Kyoto University

Institute for
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沿革
平成 17年 4月 情報環境機構設置（機構長：松山隆司教授）
平成 22年 10月 機構長交代（新機構長：美濃導彦教授）
平成 23年 1月 副機構長を 2人体制から３人体制に強化
  （「研究環境担当」、「教育環境担当」、「IT ガバナンス担当」）
平成 23年 4月 「IT 企画室」設置（4部門）
平成 23年 5月 情報部の「統合認証センター」を情報環境機構に移管
平成 24年 4月 全学委員会として「IT 戦略委員会」を設置
平成 25年 7月 役員会で「京都大学 ICT 基本戦略」決定
平成 26年 4月 IT 企画室を 5部門に改編
  運用委員会の改廃
  「統合認証センター」を廃止し「情報環境支援センター」を設置

京都大学情報環境機構



ICT基本目標と京都大学の運営目標との関連性
（京都大学ICT基本戦略（2013年7月25日発行）から）

京都大学の運営目標

世界をリードする大学 次世代を拓く識者の育成 持続的発展可能な大学

Ｉ
Ｃ
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ICT基本戦略

情報資源の有効活用、ディペンダビリティ（安全性・信頼性）の確保

本務の最先鋭化・強化

世界的な標準技術の採用

高度な双方向コミュニケーションの実現

教育や研究のための多元的表現の支援

安心できる効率のよい
情報環境
情報セキュリティが確保されて
おり、分かりやすく使いやすい
情報環境であること

高度なコミュニケーション
が可能な情報環境
情報発信が容易で、双方向コミュ
ニケーションも容易であること

本務に専念
できる情報環境
管理運営業務を効率よく行え、
目的が容易に達成できること

運用委員会等

KUINS利用負担金検討委員会
基盤システム運用委員会

教育システム運用委員会

研究システム運用委員会
スーパーコンピュータシステム運用委員会

業務システム運用委員会

オープンコースウェア運用委員会

情報環境支援センター会議

運用体制

情報環境支援センター長（IT企画室長）

システムデザイン部門（IT企画室）

電子事務局部門（IT企画室）

研究支援部門（IT企画室）

教育支援部門（IT企画室）

教員等

情報基盤部門（IT企画室）

情報システムサービス掛（事務系職員）

教育情報掛（事務系職員）

情報基盤掛（事務系職員）
ネットワーク管理掛（技術系職員）
セキュリティ対策掛（技術系職員）

教育情報掛（事務系職員）
学習用メディア管理掛（技術系職員）
教育用システム管理掛（技術系職員）
情報システム開発室（専門業務職員）

研究情報掛（事務系職員）
クラウドコンピューティング掛（技術系職員）
スーパーコンピューティング掛（技術系職員）
情報システム開発室（専門業務職員）

電子情報局掛（事務系職員）
業務システム管理掛（技術系職員）
情報システム開発室（専門業務職員）

職位等
提供サービス（システム）

学術情報ネットワークシステム（KUINS）
統合認証ディレクトリサービス
全学情報セキュリティ対策
ソフトウェアライセンス管理

教育用コンピュータシステム
教務情報システム
遠隔講義支援サービス
語学教育支援サービス
学習支援サービス
学生用メール（KUMOI）

汎用コンピュータシステム
スーパーコンピュータシステム
ハウジング・ホスティングサービス
高性能計算基盤整備、推進

教職員用ポータル（Notes/Domino）システム
各種業務システム（人給、財務、教務等）
データウェアハウスシステム
教職員用メール（KUMail）
教育研究活動データベース

OCW・MOOC

機構サービス総合窓口
認証ID・認証ICカード発行
電話交換

情報環境機構の役割
情報環境機構は「大学における
あらゆる活動を支えるために必要な
高い安全性・利便性を備えた
先端的な情報環境を構築・運営
すること」を役割としています。

情報環境機構の主要な業務

◆ 全学の情報基盤に関する企画、整備、
　 管理及び運用
◆ 多様な情報サービスの提供と利用支援
◆ 高度かつ安全な情報環境の構築及び提供
◆ 高度な情報技術、情報活用能力を備えた
　 人材の育成

情報環境機構の組織
利用者支援のフロント・エンドとなる情報環境支援センターと5部門を設置しており、意思決定を行う運営委員会の下に
運用委員会を設けています。重要な案件は、情報環境整備委員会や部局長会議などへ付議し、全学での合意形成を行った上で
実施しています。

誰もが使いやすい情報環境の構築
情報環境機構は全学の情報環境の設計、構築、運営、管理に責任を持つ組織として、学術情報メディア
センターと情報環境部をもとにしたバーチャル組織として、平成17年4月に設立されました。教育研究
環境と学内情報ネットワーク、事務の情報システムを統合して大学全体の情報環境を作るのがその使命
です。当初は、情報サービスは使いたい人だけが使うという想定で運用されており、責任体制も明確
ではありませんでした。

設立からほぼ10年が経過した時点で、世の中の変化にようやく追いつきつつあります。情報サービスは
大学構成員すべてが使うという前提での運営姿勢と、情報システムを提供するのではなく情報サービスを
提供するという姿勢ができつつあります。組織も実体化され、学術情報メディアセンターとの関係を整理
して、教員、技術職員、事務職員が協働して大学全体の視点からの情報環境の整備、およびユーザ視点からの
情報サービスの提供を目指しております。

これからは、イノベーションの創出を ICT の側面から支援すると同時に、誰にでもわかりやすく
使いやすい情報環境の構築を目指して、機構の構成員一同、精力的に活動を進めてまいりますので、
皆様方からの積極的なご意見、ご鞭撻をお願い申し上げます。

情報環境機構長　美濃 導彦

情報部（業務の実施）

寄せられた意見・要望等を報告

総合窓口

連携
CIO

CISO

情報環境機構

運営検討委員会

協議会 情報環境整備委員会

大学改革室

全学情報セキュリティ委員会

IT戦略委員会

部
局
長
会
議

運営委員会

学術情報メディアセンター

IT企画室長（CIO補佐官）

意見・質問等
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情報基盤部門

教育支援部門

研究支援部門

電子事務局部門

システムデザイン部門

KUINS利用負担金検討委員会

基盤システム運用委員会

教育システム運用委員会

研究システム運用委員会

スーパーコンピュータシステム運用委員会

業務システム運用委員会

オープンコースウェア運用委員会

ITサービス

機構長

総長

役員会

将来構想委員会

情報環境機構が提供する各サービスの運営体制
提供サービス・システムに応じて、機構内外の教職員により構成した運用委員会を設け、所掌する全学 ITサービスに係わる連絡・
調整及び協議を行っています。サービスの展開・実施については、IT企画室教員と情報部職員等が一体となり遂行しています。

情報環境支援センター


